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近年、自動車事故で「ブレーキとアクセルを踏み間違えてコンビニ店に突っ込んだ。」、「高速道

路を逆走して正面衝突した。」といった、常識では考えにくい事故が問題となっている。こういう

事故の運転者をみると高齢運転者のケースが多い。なぜ高齢運転者でこのような事故が多いのか、

事故を起こした高齢運転者の認知機能についてはどうだったのか、考えてみることにしよう。警察

庁の「平成29年度高齢運転者による死亡事故に係る分析」によると、75歳以上の運転免許保有者数

は増加を続けており、平成19年度では283万人だったのが平成29年度は540万人と増加している。ま

た75歳以上高齢運転者は免許人口当たりの死亡事故件数が他の年齢層に較べて多いことから、死亡

事故を起こしやすい傾向にあると言える（図１）。次に75歳以上高齢運転者による死亡事故が75歳

未満の運転者による死亡事故とどのように異なるのか、類型別＊件数比較を表したのが図2であり、

人的要因別件数比較を表したのが図3である。そして75歳以上高齢運転者の認知機能検査結果が図4

である。

＊事故を具体例毎に分けた種類別のこと

問題 次の問いに答えなさい。

問１ 平成29年度の75歳以上運転免許保有者数は平成19年度のそれと比較しておよそ何倍になる

か。小数第１位を四捨五入して解答欄の（ ）内に整数で書きなさい。

およそ（ ）倍

問2 図１「年齢層別の免許人口10万人当たり死亡事故件数」によると、平成29年度の75歳以上高

齢運転者による死亡事故の全年齢層（16歳以上）による死亡事故に占める割合は約何％であ

るか。小数第2位を四捨五入して小数第1位まで求めなさい。

約（ ）％



- 2 - 20181107-4a

問3 図2「75歳以上・75歳未満の運転者の類型別死亡事故件数」と、図3「75歳以上・75歳未満の

運転者の人的要因別死亡事故件数」を見て、75歳以上高齢運転者による死亡事故の件数は、

類型と人的要因のそれぞれでどのような特徴があるか。解答欄に書きなさい。

類型 （

）

人的要因 （

）

問4 図4の「75歳以上高齢運転者の認知機能検査結果」を見て、75歳以上高齢運転者による死亡事

故の発生に影響を及ぼしたと考えられる要因は何か。

（ ）

問5 交通死亡事故を未然に防ぐために75歳以上高齢運転者に対して、どのような助言・指導が必

要と考えられるか。その理由とともにあなたの考えを述べなさい。なお、解答は400字以内に

まとめなさい。
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図1 年齢層別の免許人口１０万人当たり死亡事故件数（原付以上、平成29年）

図2 75歳以上・75歳未満の運転者の類型別死亡事故件数（原付以上、平成29年）
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図3 75歳以上・75歳未満の運転者の人的要因別死亡事故件数（原付以上、平成29年）

図4 75歳以上高齢運転者の認知機能検査結果

出典：平成29年度における交通死亡事故等の特徴について（警察庁交通局）

＊出題の都合上、部分的に省略あるいは改変してある。
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